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～ 学んで味わう　地元の味 ～ 
　１月２２日、白百合保育園で、町地産地消協議会
主催の食育教室が開かれました。食育講話のほか、
年中・年長の園児とその保護者約４０人が、黒米や
モチキビを混ぜ込んだご飯を使って、おにぎり作
りに挑戦。自分で作った丸型やハート型のおにぎ
りを、口いっぱいにほおばっていました。 

散歩道 散歩道 
白い森の 白い森の 
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伝統の巧みな手業
第27回つる細工講習会

　

一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、

国
民
宿
舎
飯
豊
梅
花
皮
荘
で
、
町
観
光

協
会
が
主
催
す
る「
つ
る
細
工
講
習
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
十
七
回
目
と
な
る
今
回
は
、
四

十
六
人
が
参
加
し
、
あ
け
び
な
ど
の
つ

る
を
使
っ
て
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
。
手

業
に
磨
き
を
か
け
よ
う
と
い
う
町
内
の

か
た
や
、
夫
婦
で
参
加
し
て
い
る
県
外

の
か
た
の
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
伝
統
技
術
を
も
つ
町
内
愛
好
家

や
、
上
山
市
か
ら
招
い
た
講
師
か
ら
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
材
料
や
編
み
方
を

工
夫
し
、
自
分
だ
け
の
逸
品
を
仕
上
げ

て
い
ま
し
た
。

小国中・小国高生らが吹奏楽を披露
ウインターコンサート in アスモ

　

十
二
月
二
十
八
日
、
小
国
中
学
校
と

小
国
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
生
徒
と
、
そ

の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
が
ア
ス
モ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
人
気
ア
ニ
メ
や
映
画
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
親
し
み
や
す
い
曲
目
が
披
露
さ

れ
、
買
い
物
に
訪
れ
た
か
た
が
た
も
、

店
内
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
る
音
色
に

足
を
と
め
て
聞
き
入
り
、
大
き
な
拍
手

を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。
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　１月１８日、水源の郷交流館で、そ
ば打ち体験教室が行われました。
　この日は、地元で栽培された１００％
小国産のそば粉を使用。参加した約
１０人は、地域のかたがたに指導を受
けながら、ていねいに水を混ぜたり、
練り込んだりして、二・八そばの打ち
方を学んでいました。
　その後は、おいしくゆでる方法ま
で指導を受けながら、それぞれ自分
のそばを味わっていました。

禦
禦

禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦
禦

地物のそばを自分で打って舌鼓
水源の郷でそば打ち体験教室

1/21～23
禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦
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一
月
二
十
四
日
、
宮
の
森
会
館
で
、

大
宮
ふ
る
さ
と
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
二
回
目
と
な
る
今
回
は
、

約
四
十
人
が
参
加
。
実
行
委
員
長
か

ら
の
本
年
度
の
活
動
報
告
に
続
い
て
、

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
大
宮
地
区
で
ナ
ラ
枯

れ
調
査
を
実
施
し
て
い
る
県
森
林
研

究
研
修
セ
ン
タ
ー
の
斉
藤
正
一
部
長

が
講
師
を
務
め
、
大
宮
地
区
に
あ
る

姥
杉
の
樹
齢
に
関
す
る
調
査
結
果
な

ど
を
説
明
。
こ
の
ほ
か
、
ナ
ラ
枯
れ

対
策
や
、
自
然
環
境
の
変
化
な
ど
に

触
れ
な
が
ら
、
木
を
上
手
に
利
用
し

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

1/18

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

地域の里山環境を学ぶ
大宮ふるさと塾

　当会は昭和３８年の豪雪で、
町が１０日にわたり陸の孤島
となったことをきっかけに
組織されました。官民一体
の除雪を基本とし、道路部
分は町で、屋根や家の周り
は近隣単位で一斉に作業を
し、当会の車両で排雪して
います。また、町中心部の
商店街や駅前など共用の場
所では、町と協力会の車両
によって共同で除排雪し、
個人負担の軽減と快適な環
境づくりに努めています。
町中心部に居住する約１，１００
世帯と、約６０の商店・企業
からいただいた協力金を主
体に運営し、他市町村の手
本として多くの視察を受け
ているほか、平成１４年には
東北雪対策連絡会議の功労
賞を受賞しました。
　町にとって、雪は永遠の
課題ですが、官民一体での
克服が町づくりの一環だと
思います。みなさまのご理
解とご協力に感謝を申し上
げるとともに、今後とも活
動の充実に努めてまいりま
す。

除雪協力会
会長　高 橋 清 人 氏

1/24
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消
防
・
防
災
体
制
の

 

現
状
は
、
い
ま　

　

昭
和
六
十
二
年
、
当
町
を
含

め
た
西
置
賜
の
全
市
町
（
一
市

三
町
）
は
、
西
置
賜
行
政
組
合

を
組
織
し
、
各
市
町
の
分
担
金

な
ど
に
よ
り
消
防
行
政
を
広
域

的
に
展
開
し
て
き
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
、
長
井
市
に
消
防
署

や
消
防
本
部
、
防
災
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
白
鷹

町
、
飯
豊
町
、
そ
し
て
当
町
に

消
防
分
署
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
、
必
要
な
人
員
と
設
備
を

配
備
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
小
国
分
署
（
飯
澤
孝

分
署
長
）
に
は
、
十
五
人
の
職

員
（
う
ち
救
急
救
命
士
五
人
）

が
配
属
さ
れ
、
行
政
や
消
防
団

と
連
携
し
な
が
ら
、
常
時
、
地

域
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

専
門
の
知
識
と
行
動
力
を
備
え

た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち
に
よ
る

こ
の
二
十
四
時
間
体
制
は
、「
常

備
消
防
」
と
呼
ば
れ
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
大
き
な
安
心
感
を

～
災
害
や
火
災
の
脅
威
か

～
災
害
や
火
災
の
脅
威
か
らら

命
や
財
産
を
守
る

命
や
財
産
を
守
る
～～

近
年
、
地
域
の
安
心
・
安

　

近
年
、
地
域
の
安
心
・
安
全全

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
住

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
住
民民

が
主
体
と
な
っ
た
「
自
主
防

が
主
体
と
な
っ
た
「
自
主
防
災災

組
織
」
と
い
う
新
た
な
動
き

組
織
」
と
い
う
新
た
な
動
き
がが

活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。。

今
回
は
、
現
在
の
消
防
・

　

今
回
は
、
現
在
の
消
防
・
防防

災
に
対
す
る
取
り
組
み
と
、

災
に
対
す
る
取
り
組
み
と
、
自自

主
防
災
組
織
に
関
す
る
活
動

主
防
災
組
織
に
関
す
る
活
動
なな

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。。

災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害にににににににににににににににに強強強強強強強強強強強強強強強強いいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりをををををををををををををををを目目目目目目目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指指指指指指指しししししししししししししししし災害に強いまちづくりを目指しててててててててててててててててて

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制ととととととととととととととととととととととととと自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防消防防災体制と自主防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
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も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
昭
和
二
十
九
年
に
結

成
さ
れ
た
小
国
町
消
防
団
（
渡

部
錬
太
郎
団
長
）
は
、
常
備
消

防
と
は
異
な
る「
非
常
備
消
防
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

消
防
団
は
、
消
防
以
外
に
本

業
を
も
つ
地
域
の
か
た
が
た
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
組
織
で
、

現
在
は
、
本
部
分
団
の
ほ
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
八
つ
の
分

団
を
配
置
し
、
合
計
約
四
百
人

が
在
籍
。
災
害
や
火
災
の
際
に

は
、
現
場
へ
急
行
し
て
、
消
防

士
な
ど
と
と
も
に
活
動
し
た
り
、

救
護
支
援
を
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

風
化
さ
せ
な
い

 

万
が
一
へ
の
心
構
え　

　

小
国
分
署
で
は
、
毎
年
、
年

明
け
に
行
わ
れ
て
い
る
町
の
消

防
出
初
式
や
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
取
り
組
む
総
合
防
災
訓

練
な
ど
を
と
お
し
て
、
万
が
一

の
際
の
行
動
を
確
認
し
な
が
ら
、

職
員
や
消
防
団
員
を
含
め
た
地

域
全
体
の
士
気
高
揚
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
普

及
に
伴
い
、
地
域
や
企
業
な
ど

に
出
向
い
て
の
講
習
会
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

救
急
救
命
や
け
が
へ
の
対
応
を

学
ぶ
講
習
を
十
九
回
（
計
六
百

九
十
六
人
参
加
）
実
施
し
た
ほ

か
、
約
三
時
間
に
わ
た
っ
て
心

肺
蘇
生
な
ど
の
救
命
法
を
学
ぶ

普
通
救
命
講
習
を
七
回
（
計
百

七
十
一
人
参
加
）
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
西
置
賜
で
は
、
長

井
市
に
継
ぐ
実
施
回
数
と
受
講

者
数
で
、
住
民
の
関
心
の
高
さ

の
表
れ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

何
が
起
こ
る
の
か
誰
も
予
測
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

火
災
や
防
災
、
救
急
救
命
な

ど
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

飯
澤
分
署
長
が
話
す
よ
う
に
、

私
た
ち
自
身
が
、
日
頃
の
暮
ら

し
の
中
か
ら
心
の
備
え
を
も
っ

て
、
予
防
や
対
処
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　旧横川ダム工事事務所に移転した分
署では、これまでよりも広いスペース
が確保できるようになり、職員の訓練
や各種講習会などにも利用できる恵ま
れた環境となっています。
　また最近では、これまでの業務に加
えて、地域などからの要請に応じて職
員を派遣し、必要な講習会を行ってい
ます。昨年１１月には、防火水槽を設置
したばかりの下大石沢地区で、消防団
（第８分団）と地域住民による合同の防
災訓練なども実施するなど、消防団や
地区全体の総合的な防災力向上に努め
ています。
　火災にしても、自然災害にしても、
常に「心の備え」を大切にしていれば、
予防的な行動を取ることができますし、
被害も抑えることができます。
　分署では、実際の訓練などをとおし
て、一人ひとりが「心の備え」を持て
るよう、今後も活動を充実していきた
いと考えています。

救急救命法を学ぶ消防団員

西置賜行政組合
消防署小国分署長

　飯澤　　孝 氏 

「心の備え」を

万全に
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高
め
る
地
域
の
防
災
意
識

　
「
自
主
防
災
組
織
」の
必
要
性

　

当
町
で
は
、
非
常
備
消
防
の

消
防
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
ん

で
い
る
地
域
内
の
結
び
つ
き
を

活
か
し
て
、
有
事
に
備
え
た
消

防
防
災
対
策
の
ほ
か
、
遭
難
救

助
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
災
害
は
、
そ
の
規
模

が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

助
け
を
必
要
と
す
る
か
た
が
増

え
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
救
助

活
動
が
遅
れ
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
が
寸

断
さ
れ
た
り
、
情
報
が
遮
断
さ

れ
た
り
し
て
、
救
助
に
行
け
な

い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
に
必
要
と
な

る
の
が
、「
自
主
防
災
組
織
」。

み
ん
な
が
被
災
者
と
な
っ
た
と

き
、
避
難
に
し
て
も
、
救
助
に

し
て
も
、
一
人
ひ
と
り
が
バ
ラ

バ
ラ
に
行
動
し
て
し
ま
っ
て
は
、

か
え
っ
て
混
乱
を
招
い
て
し
ま

い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
自
主

防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
、
行
政

や
消
防
団
と
協
力
し
て
、
一
体

的
な
防
災
活
動
を
展
開
で
き
れ

ば
、
よ
り
効
率
的
で
安
全
。
被

害
も
最
小
限
に
防
ぐ
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
集
落
の
人

口
減
少
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加

な
ど
に
よ
っ
て
、
地
域
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
は
、
自
分
の
住
む
地

域
の
現
状
に
目
を
向
け
、
隣
近

所
で
、
一
緒
に
安
全
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
十
九
年
か
ら
、

自
治
会
や
公
民
館
な
ど
に
こ
の

組
織
の
立
ち
上
げ
を
呼
び
か
け

て
き
ま
し
た
。
効
果
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
た
め
目
の
届
く
範

囲
で
の
組
織
化
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
町

に
届
出
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災

組
織
は
、
二
十
団
体
、
合
計
七

百
七
十
九
世
帯
。
県
内
全
体
の

組
織
率
か
ら
見
る
と
ま
だ
高
い

水
準
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
実

際
の
背
景
に
は
、
消
防
団
や
隣

組
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
既
存

の
結
束
力
が
、
自
主
防
災
組
織

の
役
割
を
兼
ね
備
え
て
き
た
と

い
う
実
情
も
あ
り
ま
す
。

「
自
主
防
災
組
織
」
っ
て
？

　

災
害
時
に
初
期
活
動
を
行

い
、
被
害
と
混
乱
の
拡
大
を

防
ぐ
た
め
の
住
民
組
織
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
平

成
七
年
）
で
の
住
民
に
よ
る

救
助
・
消
火
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
炊
き
出
し
が
組
織

化
の
き
っ
か
け
。
主
な
活
動

は
次
の
と
お
り
。

【
平
常
時
に
は
】

　

▼
防
災
意
識
の
普
及

　

▼
防
災
訓
練

　

▼
防
災
資
材
の
備
蓄
な
ど

【
災
害
時
に
は
】

　

▼
救
出
・
救
護

　

▼
初
期
消
火

　

▼
避
難
誘
導

　

▼
給
水
・
炊
き
出
し

　

▼
情
報
収
集
・
伝
達

※
町
や
西
置
賜
行
政
組
合
で

は
、
自
主
防
災
組
織
づ
く

り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

組
織
づ
く
り
に
関
す
る
詳

し
い
こ
と
は
、
町
民
課
へ

平成１９年度に大宮・宮の台地区で行われた
町総合防災訓練の様子。

組織率（世帯割合：％）加入世帯数（合計）組織数（団体数）

２３．９７７９２０

組織率（世帯割合：％）組織数（団体数）

６９．０１，０５４村山地方
４１．４２０１最上地方
８９．１１，１１４庄内地方
４３．６３９５置賜地方

●町の自主防災組織の状況
（平成２１年１月２６日現在）

●県内の状況（平成２０年１１月３０日現在）
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防
災
に
活
か
す

 

「
結
」
の
精
神　

　

公
共
の
救
助
は
「
公
助
」、
自

分
で
で
き
る
対
策
を
と
る
こ
と

を
「
自
助
」
と
い
い
、
こ
れ
に

対
し
て
、
地
域
の
か
た
が
た
が

協
力
し
あ
う
こ
と
を
「
共
助
」

と
い
い
ま
す
。
こ
う
し
た
相
互

扶
助
の
精
神
が
、
自
主
防
災
組

織
に
求
め
ら
れ
る
姿
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
は
、

多
く
の
場
合
、
地
域
で
機
能
す

る
既
存
の
自
治
会
な
ど
を
基
礎

と
し
な
が
ら
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
活
か
す
組
織
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
に
自
主
防
災
組

織
を
結
成
し
、
こ
れ
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
宮

の
台
地
区
自
主
防
災
組
織
（
宮

の
台
自
治
会
長
）
の
丹
忠
勝
さ

ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　宮の台では、一昨年、町の総合防災訓練がこ
の地区で開催されたことをきっかけに、住民み
んなで防災について考えるようになりました。
これまで、消火栓などを使った消火訓練のほか、
避難訓練、救助訓練、炊き出し訓練を行ってい
ます。
　訓練は、既存の地域行事に合わせて実施する
ようにしています。訓練だけに集まるよりも、
この方が参加率も高く、個人の負担も少なくて
一石二鳥。また育成会の行事でも、炊き出し用
防災グッズを使いながら、実際にご飯を炊いた
りもしています。私たちの活動をとおして、日
頃からの防災意識が着実に高まってきているの
を感じています。
　自主防災組織は、その組織化が目標ではあり
ません。もしもの時に、きちんと機能しなけれ
ばいけないものと思いま
す。
　これからも、地域住民
みんなで、実際にとるべ
き行動を確認しながら、
災害時でも冷静に対処で
きるように、これからも
繰り返し訓練を重ねてい
くつもりです。

手
を
取
り
合
っ
て

真
に
災
害
に
強
い
町
を

　

町
で
は
、
災
害
に
強
い
町
を

目
指
し
て「
小
国
町
防
災
計
画
」

を
策
定
し
、
必
要
な
対
策
を
定

め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
や

高
齢
者
な
ど
「
災
害
弱
者
」
と

呼
ば
れ
る
か
た
へ
の
細
や
か
な

対
応
に
つ
い
て
は
、
自
主
防
災

組
織
に
代
表
さ
れ
る
地
域
内
の

結
束
力
の
方
が
、
よ
り
実
情
に

そ
っ
た
効
率
的
な
救
助
に
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
町
で
は

現
在
、
自
主
防
災
組
織
支
援
制

度
を
創
設
し
て
、
活
動
に
対
す

る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
、
誰
も
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

手
を
取
り
合
う
こ
と
で
、
被
害

を
抑
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

町
で
は
今
後
も
、
公
助
と
自

助
、
そ
し
て
共
助
の
連
携
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
な
が
ら
、

一
層
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

資
昨
年
春
に
、
宮
の
台
自
主
防
災
組
織
が

取
り
組
ん
だ
消
火
訓
練
の
様
子

宮の台自主防災組織
（宮の台自治会長）

丹　　忠勝 さん  

訓練を繰り返し

地域を守る団結を
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ま
た
町
の
投
票
率
は
、七
五
・

七
七
％
で
、
前
回
（
四
年
前
）

の
県
知
事
選
挙
を
五
・
八
八
％

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
期
日
前
投
票
者
数
は
、

千
二
百
五
人
で
、
前
回
（
五
百

八
十
八
人
）
よ
り
六
百
十
七
人

多
く
、
期
日
前
投
票
を
行
う
か

た
が
、
次
第
に
増
え
て
い
る
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
村
氏
が
初
当
選

　

県
内
全
体
の
選
挙
結
果
は
、

吉
村
氏
が
三
十
二
万
三
百
二
十

四
票
で
、
齋
藤
氏
を
一
万
七
百

十
二
票
上
回
り
、
吉
村
氏
が
初

当
選
。
一
月
二
十
八
日
に
は
、

県
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
当
選

証
書
が
手
渡
さ
れ
、
二
月
十
四

日
か
ら
吉
村
新
県
政
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
予
防
を
目
指
し
て

　

一
月
二
十
三
日
、
舟
渡
活
性

化
セ
ン
タ
ー
で
、「
元
気
で
い
き

い
き
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
が
、
認
知
症
へ
の
対
応

を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
開
催
し

た
こ
の
教
室
に
は
、
三
十
二
人

が
参
加
。
認
知
症
と
も
の
忘
れ

の
違
い
や
家
族
の
心
構
え
な
ど

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
こ

の
日
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

で
も
開
催
さ
れ
、
元
気
に
暮
ら

す
た
め
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
し
た
。

白
い
森
杯
小
中
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

　

一
月
二
十
四
日
、
町
民
体
育

館
で
、
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

な
ど
が
主
催
す
る
小
中
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
二
回
目
と
な
る

こ
の
大
会
に
は
、
置
賜
地
域
や

新
潟
県
下
越
地
域
の
各
小
中
学

校
か
ら
計
二
十
三
チ
ー
ム
が
参

加
。
町
民
体
育
館
の
ほ
か
に
も
、

小
国
中
学
校
と
小
国
高
校
の
体

育
館
を
使
い
、
三
会
場
に
分
か

れ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

前
回
を
五
・
八
八
％
上
回
る

期
日
前
投
票
が
増
加

　

１
月　

日
蚊
、
山
形
県
知
事

２５

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
町

に
お
け
る
各
候
補
者
の
得
票
結

果
は
左
の
と
お
り
で
す
。

山
形
県
知
事
選
挙　

～
吉
村
新
知
事
誕
生
～

町町町町町町町町町町町町町町
のののののののののののののの
投投投投投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票票票票票
率率率率率率率率率率率率率率

七七七七七七七七七七七七七七

町
の
投
票
率　

七
五五五五五五五五五五五五五五五
・・・・・・・・・・・・・・・
七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七
％％％％％％％％％％％％％％

七
七
％

吉村　みえこ　氏 　２，３７３票

さいとう　弘　氏　 ３，４０７票

投 票 率 ７５．７７％

 （当日有権者数　７，６６８人）

【町の得票結果】（届出順）
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�
総
合
窓
口
業
務
と

　

各
課
相
談
業
務
を
強
化

　

町
民
課
に
生
活
総
合
相
談
窓

口
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
関
係
各
課
に
も
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

�
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

企
業
等
の
雇
用
調
整
に
よ
り

離
職
さ
れ
た
か
た
を
、
町
臨
時

職
員
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間　

２
月
４
日
〜

　
　
　
　
　
　

３
月　

日
３１

▼
業
務
内
容　

一
般
事
務
補
助
、

森
林
作
業
員
、
送
迎
運
転
業

務
、
文
書
配
布
業
務
、
介
護

員
、
施
設
管
理
業
務

■
募
集
人
員　

二
十
人
程
度

■
対

象

者　

企
業
等
を
離
職

さ
れ
た
町
内
在
住
の
か
た

■
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書

を
町
雇
用
相
談
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井
か
ら
の
紹

介
者
を
優
先
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

１
月　

日
我
か

２１

ら
随
時
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）
受
け
付
け
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

�
生
活
支
援
の
た
め

　

貸
付
金
制
度
を
新
設

　

離
職
に
よ
り
生
活
維
持
が
困

難
と
な
っ
た
世
帯
へ
、
生
活
資

金
を
お
貸
し
し
ま
す
。
詳
し
い

内
容
や
、
要
件
な
ど
に
つ
い
て

は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯

　

―
２
８
２
５
）
へ
お
問
い
合

６２わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
産
業
振
興

課
（
緯　

―
２
４
１
６
）
へ

６２

　

国
内
外
の
経
済
情
勢
の
急
激
な
悪
化
に
よ
り
、
町
内
に
お
い
て

も
中
核
企
業
や
そ
の
関
連
企
業
な
ど
が
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か

れ
、
雇
用
不
安
が
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
民
生
活
の
安
心
と
、
離
職
者
に
対
す
る
雇
用
の
場

の
確
保
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〜緊急景気・雇用対策本部〜

町の緊急経済対策を実施

　

昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た

第
三
十
四
回
中
学
生
作
文
コ

ン
ク
ー
ル（
東
北
電
力
主
催
）

で
、
白
沼
中
学
校
三
年
の
大

河
原
国
之
く
ん
（
沼
沢
）
が
、

応
募
総
数
二
万
七
千
三
百
編

の
な
か
か
ら
、
見
事
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
大
河
原
く

ん
の
作
文
に
は
、
農
作
業
や

学
校
生
活
の
な
か
で
感
じ
た

自
然
の
偉
大
さ
や
、
そ
の
恵

み
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

温
身
の
郷
で
「
団
子
さ
し
」

　

温
身
の
郷
で
、
一
月
十
五
日
、

恒
例
の
団
子
さ
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
施
設
利
用

者
の
か
た
が
た
が
、
赤
や
黄
色

な
ど
、
色
と
り
ど
り
の
団
子
づ

く
り
に
挑
戦
。
完
成
し
た
団
子

を
ホ
ー
ル
で
職
員
と
一
緒
に
協

力
し
て
飾
り
付
け
、
と
て
も
カ

ラ
フ
ル
な
団
子
の
木
が
完
成
し

て
い
ま
し
た
。

中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で 

秀
賞
を
受
賞
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豊
か
な
自
然
と
景
観
を
評
価

　

こ
の
た
び
、
朝
日
新
聞
と
苛

森
林
文
化
協
会
が
主
催
す
る

「
に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
」（
山

田
洋
次
選
定
委
員
長
・
映
画
監

督
）
に
、
当
町
の
小
玉
川
地
区

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
里
は
人
の
営
み
が

表
さ
れ
た
景
観
」
と
い
う
認
識

の
も
と
、
そ
の
景
観
や
自
然
を

テ
ー
マ
に
、「
里
」
の
大
切
さ
を

見
つ
め
直
そ

う
と
い
う
も

の
で
す
。
選

定
に
あ
た
っ

て
は
、
�
暮

ら
し
が
生
み

だ
し
た
調
和
の
と
れ
た
景
観
、

�
生
物
の
多
様
性
、
�
里
の
恵

み
を
活
か
す
人
の
営
み
と
い
っ

た
三
つ
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

小
玉
川
は
、
地
域
の
か
た
が

た
が
生
活
し
な
が
ら
、
守
り
、

利
用
し
て
き
た
「
里
山
」
の
景

観
が
評
価
さ
れ
た
ほ
か
、
森
林

セ
ラ
ピ
ー
な
ど
、
森
林
を
活
か

し
た
新
た
な
展
開
に
つ
い
て
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で

は
、
当
町
の
ほ
か
に
鮭
川
村
が

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に

よ
る
広
報
活
動
な
ど
も
予
定
さ

れ
、
小
玉
川
の
魅
力
が
さ
ら
に

広
ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
覚
と
自
信
を
も
っ
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

　

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
十
二
月

二
十
六
日
、
小
中
高
一
貫
教
育

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や

学
校
間
の
連
携
な
ど
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
当
日
は
、
町
内
す

べ
て
の
小
・
中
学
校
と
小
国
高

校
か
ら
、
代
表
の
児
童
・
生
徒

三
十
六
人
が
参
加
。
自
己
紹
介

を
兼
ね
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
続
い
て
、「
聞
く
力
」
と
「
発

表
す
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
研
修
会
で
は
、

学
校
や
学
年
に
関
係
な
く
グ

ル
ー
プ
が
構
成
さ
れ
、
学
校
生

活
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
が
、
そ
れ
ぞ

れ
堂
々
と
、
活
発
に
議
論
を
交

わ
し
て
い
ま
し
た
。

残したいふるさと 「にほんの里１００選」

小玉川地区で新たに取り組んでいる生活体験
ツアーは、県外のリピーターにも人気

レクリエーションを兼ねて、お互いに自己紹介

積極的に挙手したり、発表したりする場面が目立った

リ
ー
ダ
ー
研
修

リ
ー
ダ
ー
研
修
会会

小
中
高
一
貫
教
育

小
玉
川
地
区
が
選
ば
れ
ま
し
た

小
玉
川
地
区
が
選
ば
れ
ま
し

小
玉
川
地
区
が
選
ば
れ
ま
し
たた

山菜など豊かな恵みと
ともに暮らしてきた
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解

廻

塊

快

回回回回回

回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

一
月
十
八
日
か
ら
、
町
教
育

委
員
会
と
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
共

催
で
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
技
術
向
上
を
目
指
す
こ

の
教
室
に
は
、
約
五
十
六
人
が

参
加
。
一
回
目
の
こ
の
日
は
、

胎
内
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

て
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

は
横
根
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
、

土
曜
日
に
計
二
回
の
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

冬
の
マ
タ
ギ
集
落
を
体
験

　

一
月
十
一
日
、
マ
タ
ギ
集
落

の
四
季
体
験
ツ
ア
ー
冬
編
が
、

小
玉
川
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
泊
二
日
の
日
程
で
行
わ
れ
た

ツ
ア
ー
に
は
、
県
内
外
か
ら
十

九
人
が
参
加
し
、
サ
イ
ズ
焼
き

や
団
子
さ
し
、
雪
山
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
を
体
験
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
今
回
は
、
広
報
集
客

な
ど
に
お
い
て
、
山
新
観
光
と

連
携
す
る
な
ど
、
取
り
組
み
に

新
た
な
展
開
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

◆
郷
里
の
思
い
を
絵
画
へ

　

沢
中
地
区
出
身
の
芸
術
家
・

渡
部
利
之
氏
が
、
十
二
月
十
二

日
、
町
長
を
訪
れ
、
自
身
の
活

動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
六
月
に
、
渡
部
氏
の
心

象
風
景
画
『
冬
の
プ
レ
リ
ュ
ー

ド
』
が
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
公
認

の
ミ
レ
ー
友
好
協
会
よ
り
、
ミ

レ
ー
の
生
誕
地
で
あ
る
ボ
ー
モ

ン
・
ハ
ー
グ
市
長
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
で
も
数

多
く
の
作
品
が
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
自

身
の
母
親
の
生
き
方
な
ど
を

綴
っ
た
著
書
「
母
の
こ
と
」
は
、

第
九
回
日
本
自
分
史
大
賞
（
日

本
自
分
史
学
会
主
催
）
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

渡
部
氏
は
、「
結
婚
を
き
っ
か

け
に
、
今
は
河
北
町
に
住
ん
で

い
ま
す
が
、
作
品
の
根
底
に
は
、

今
も
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
故

郷
の
風
景
が
あ
り
ま
す
」
と
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
語
り
、

作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
専
門

誌
や
著
書
な
ど
を
町
に
寄
贈
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

町長に活動報告をする渡部利之氏

著書「母のこと」
には、創作活動の
原点である母親へ
の思いが綴られて
いる

資渡部氏の絵画やそ
の活躍を紹介する
専門誌の数々

渡
部
利
之
氏
（
沢
中
出
身
・
河
北
町
在
住
）
が

ふ
る
さ
と
描

ふ
る
さ
と
描
きき　

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外
ででででででででででででででででででででででででででででで
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評

国
内
外
で
高
い
評
価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価
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町
民
登
山　

～
冬
の
百
石
山
～

■
日　

程　

２
月　

日
臥

１４

　

午
前
８
時　

分
に
総
合
セ
ン

３０

タ
ー
集
合
（
送
迎
バ
ス
有
）

■
定　

員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

■
参
加
費　

千
五
百
円
（
バ
ス

送
迎
、
保
険
料
含
む
）

■
募
集
期
限　

２
月　

日
峨

１０

■
そ
の
他　

駐
車
場
が
な
い
た

め
、
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

小
国
山
岳
会
（
羽

田
緯　

―
２
３
９
８
・
渡
部

６２

緯　

―
２
６
９
２
）
へ

６２

木
造
建
築
物
の
す
ば
ら
し
さ

「
課
題
と
展
望
」
セ
ミ
ナ
ー

■
日　

時　

２
月
７
日
臥

　
　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

■
場　

所　

ア
ス
モ
３
階

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内　

容　

基
調
講
演
な
ど

■
問
合
先　

小
国
町
商
工
会

（
緯　

―
４
２
４
６
）
へ

６２

県
に
よ
る
高
校
再
編
説
明
会

■
日　

時　

２
月　

日
牙

１９

　

午
後
７
時
〜
８
時　

分
３０

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

高
校
再
編
の
進
め

方
に
関
す
る
説
明

■
問
合
先　

県
教
育
庁
（
緯
０

２
３
―
６
３
０
―
３
０
６

７
）
へ

学
校
用
務
員
等
を
募
集

■
募
集
職
種　

　

�
学
校
用
務
員
、
�
教
育
相

談
員
、
�
学
校
支
援
員

■
募
集
人
員　

各
若
干
名

■
受
付
期
限　

２
月　

日
２７

　
（
�
の
み
２
月　

日
）

２０

■
問
合
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局
へ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
小
坂
町
団
地　

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

▼
対
象　

所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に

よ
り
決
定

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

２
月
９
日
俄

■
入
居
時
期　

２
月
下
旬
以
降

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅　

小
国
ア
パ
ー
ト  

１
号　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
２
戸

■
対　

象　

同
居
親
族
が
い
る

か
た
（
所
得
制
限
あ
り
）

■
募
集
期
限　

２
月
６
日
画

■
入
居
時
期　

３
月
下
旬

■
家　

賃　

所
得
に
よ
り
決
定

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先　

す
ま
い
情
報
セ
ン

タ
ー
（
緯
０
２
３
８
―　

―
２４

２
３
３
２
）
へ

み
ど
り
環
境
税
事
業
説
明
会

■
日　

時　

２
月　

日
峨

２４

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他　

２
月　

日
ま
で
、

２０

こ
の
環
境
税
を
使
っ
た
県
民

参
加
の
森
づ
く
り
活
動
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

産
業
振
興
課
へ

健
管
セ
ン
タ
ー
展
示
作
品
募
集

■
募
集
期
限　

２
月　

日
画

２７

■
内　

容　

趣
味
で
作
成
し
た

書
道
、
絵
画
、
陶
芸
な
ど

　
（
展
示
日
程
は
、取
り
ま
と
め

の
う
え
後
日
連
絡
）

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

き
て
く
ろ
館　

開
館
時
間
変
更

■
期　

間　

２
月
１
日
蚊
〜

　
　
　
　
　

３
月　

日
峨

３１

■
時　

間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

　
　
　
　
　

午
後
３
時

■
そ
の
他　

開
館
時
間
外
の
見

学
は
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

横
川
ダ
ム
管
理
支

所
（
緯　

―
２
３
６
３
）
へ

６５

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　緯 ６２－２６１１

募  
集

ご
案
内

催  
し

お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー

　左の表は１月２７日現在の求人
内容です。無効になっている場
合もありますのでご了承くださ
い。※詳しいことは、ハローワー
ク長井（緯８４―８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　今月の口座振替日は、次の
とおりです。振替前日まで指
定口座に入金してください。
●２月２６日昭　水道料
●３月２日捷　後期高齢者保
険料８期、国民健康保険税
８期、介護保険料、下水道
料・簡易水道料、住宅使用
料、保育料
■問合先　税務出納課へ

今月の納税

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　

２
月　

日
、　

日

１０

１７

子
育
て
講
座
「
身
体
測
定
」、

　

日
、
３
月
３
日

２４
■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
子
ど
も
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　

２
月
５
日
、　

日
１９

　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

２
月　

日
、　

日

１２

２６

　
　
　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
子
ど
も
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　

２
月　

日
臥

１４

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

雑
穀
料
理
、
人
形

劇
鑑
賞

■
申
込
期
限　

２
月　

日
牙

１２

■
問
合
先　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

お 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー

●新着図書

◇のぼうの城　 和田　　竜

◇左岸　 江國　香織

◇新・御宿かわせみ

　華族夫人の忘れもの　 平岩　弓枝

◇チェーン・ポイズン　 本多　孝好

◇誘拐児　 翔田　　寛

◇食堂かたつむり　 小川　　糸

◇粗茶を一服 　山本　一力

◇シューカツ！　 石田　衣良

◇これ一冊で裁判員制度がわかる

 読売新聞社会部裁判員制度取材班

◇愉しい非電化　 藤村　靖之

※ほか多数入りました

●休館日　毎週月曜日、２月１１日

総合センター図書室から総合センター図書室から

今月の町長と語る日は２月２６日昭です。
お気軽においでください。

勤務時間求人数職　　種事　業　所　名

８：００～１７：００ほか１人生花販売・配達㈲ 花 の ひ ら の

８：００～１７：００２人土木施工管理技士㈱ 船 山 工 務 店

８：００～１７：００６人一般作業員ほか小 国 開 発 ㈱

８：００～１７：００１人土木施工管理技士遠 藤 建 設 ㈱

８：００～１７：００２人内・外線工事作業員猪 野 電 気 工 事 ㈱

８：４５～１８：００１人レジ係㈲ 蔵 王 ス ト ア ー

９：００～１８：００１人営業㈱ ケ イ ー プ ロ ダ ク ツ

８：００～１７：００２人電気工事（見習い可）ハ イ コ ー ㈱

８：００～１７：００４人土木施工管理技士（見習い可）ほか㈱ 横 川 建 設

８：００～１７：００２人型枠大工ほか安 部 工 業 ㈱

８：００～１７：００７人ダンプ・重機運転士ほか大 河 内 産 業 ㈲

８：３０～１７：３０１人設備業務及び運転手㈱ ナ ウ エ ル

８：００～２２：３０間７時間１人ホールスタッフ第一ホール小国店㈲コンズカンパニー

９：００～１８：００間５時間程度３人販売他㈲白い森よこね物産品直売所

８：３０～１７：１５１２人臨時雇用職員（事務）小 国 町 役 場

８：３０～１７：１５１人臨時雇用職員（文書配布）小 国 町 役 場

８：３０～１７：１５１人臨時介護職員小 国 町 役 場

８：３０～１７：１５５人臨時雇用職員（森林作業）小 国 町 役 場

８：３０～１７：１５１人保育士小 国 町 役 場

８：３０～１２：３０１人臨時雇用職員（清掃及び除雪）小 国 町 役 場

８：３０～１０：３０
１５：００～１７：００

１人臨時雇用職員（運転業務）小 国 町 役 場
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）緯６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）緯６１－１０００　子育て支援センター緯６２－２３３０
町民体育館緯６２－５４２１　町立病院緯６１－１１１１　老人保健施設緯６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

　町では、ごみ減量化を図るため、レジ袋
の配布を抑制し、マイバックを推奨する商
店を募集しています。主旨に賛同いただい
た商店には、専用プレートを証明として交
付します。

～協力しあって、ごみ減量を～
　ごみの減量化は、多くのかたに協力いた
だくことが、大きな効果につながります。
日頃から減量化を心がけるとともに、お買
物の際には、マイバックの使用にご協力く
ださい。
■問合先　町民課へ

　２月期（２０年１０月～２１年１月分）の児童
手当を２月６日に振り込みます。振込通知
書は送付しませんので確認してください。
児童手当は申請に基づいて支給されます。
申請していないかたは手続きをしてくださ
い。
●平成８年４月２日以降生まれで、小学校
修了前の児童を養育しているかた
●転入届はしたが、児童手当の手続きをし
ていないかた
●児童手当を受給しているかたで、新たに
子どもが生まれたかた
●所得超過で資格を喪失したが、所得状況
の変動などで限度額を超えなくなったか
た
■問合先　健康福祉課へ

保健カレンダー
場　所対象（生まれた月）受付時間月日乳幼児健診

健康管理センター

※持ち物
　母子健康手帳

平成２０年１１月
１３：００～１３：１５３／２７

４カ月児健診

平成２０年３月１歳児健診

平成１９年７月～９月１２：３０～１３：００３／１３１歳６カ月児健診

■問合先　健康福祉課へ

相相 談談

２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月６６６６６６６６６６６６６６２月６日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（金金金金金金金金金金金金金金））））））））））））））（金）児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当をををををををををををををを振振振振振振振振振振振振振振りりりりりりりりりりりりりり込込込込込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままま児童手当を振り込みますすすすすすすすすすすすすすす

ごごみみ減減量量運運動動推推奨奨店店をを募募集集ごみ減量運動推奨店を募集

年金相談

■日　時　２月１８日我
　受　付　１０：３０～１４：３０
　相　談　１１：００～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

人権相談所

■日　時　２月２７日画
　　　　　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員など
■問合先　町民課へ

債務整理無料相談会

■日　時　２月１２日牙
　　　　　１７：００～１９：００
　（希望するかたは２月１０日峨
１７時まで予約してください）

■場所及び申込先　東北労働金
庫小国支店（緯６２－４４５６）へ

なんでも労働相談ダイヤル

０１２０－１５４－０５２
■日　時　２月１４日～２０日
　　　　　９：００～１９：００
■内　容　仕事に関する相談な
らどんなことでも結構です。
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小国町役場緯６２－２１１１廠　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室緯６２－２１１２ 政策企画室緯６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当緯６２－２２６０ 国保医療担当緯６２－２２６１ 税政管理室緯６２－２４０３
出納室緯６２－２４０６　　　　　　　 農林振興室緯６２－２４０８ 商工振興室・交流推進室緯６２－２４１６
建設管理室・上下水道室緯６２－２４３１ 建設技術室緯６２－２４３２ 議会事務局緯６２－２４４８

　平成２１年度分の町・県民税申告相談を開催
します。
　申告期限は３月１６日俄までです。申告期限
が近づくと大変混雑しますので、なるべく指
定された期日に相談会場においでください。

■町・県民税の申告が必要な方
　「平成２１年１月１日現在で、小国町に居住し
ているかた」なお、次のかたは、申告書に必
要事項を記入押印して役場税務出納課へ提出
してください。
　●税務署に確定申告をしたかた、またはす

る予定のかた（税務署申告と表示してく
ださい。）

　●給与収入を１カ所のみから受けるかたで、
勤務先から小国町へ年末調整済みの給与
支払報告書が提出されているかた（年末
調整済と表示してください。）

　●平成２０年中にまったく収入がなかったか
た（収入なしと表示してください）

■申告に必要なもの
�申告書および印鑑
�収入が確認できる次の書類

　●給与・公的年金収入……平成２０年分の源
泉徴収票

　●営業・不動産収入……収支内訳計算書、
売り上げや仕入れの帳簿類、必要経費の
領収書など

　●農業所得……農産物の出荷伝票、仕切書、
請求書、領収書、借入金利子証明書、新規
に購入した農機具などに関する書類、そ
の他収入および経費が明らかになる書類

　●雑所得・一時所得……支払証明書や通帳
など収入金額が確認できる書類

�所得控除を受ける場合に必要な各種領収書
や支払金額を証明する書類、または申請書
など

�通帳など申告者本人の口座が確認できる書
類

■その他
　申告書と一緒に送付される「申告の手びき」
等を必ず一読し、持参する書類を確認してく
ださい。また、確定申告書はインターネット
でも作成できますので（http://www.nta.go.
jp）ご利用ください。
■問合先　税務出納課

平成２１年度分 町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税ののののののののののののののののののののの申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相町・県民税の申告相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

午後の部午前の部
相談会場月　日

相談対象地区名受付時間相談対象地区名受付時間
本町１・２・３１時～４時本町１・２・３９時～１１時役場大会議室月２月９日
幸町１・２１時～４時幸町１・２９時～１１時役場大会議室火１０日
緑町１・２１時～４時上岩井沢９時～１１時役場大会議室木１２日
坂町１・２１時～４時小国町１・２９時～１１時役場大会議室金１３日
駅前１・２、栄町１・２１時～４時坂町３・５９時～１１時役場大会議室月１６日
町原１時～４時東原９時～１１時役場大会議室火１７日
松岡１時～４時あけぼの９時～１１時役場大会議室水１８日
旭町、小芦１時～４時北、西９時～１１時役場大会議室木１９日
小渡１時～４時平林９時～１１時役場大会議室金２０日
休日相談日１時～４時休日相談日９時～１１時役場大会議室日２２日
田沢頭１時～４時大宮、宮ノ台９時～１１時役場大会議室月２３日
舘１時～４時兵庫舘１・２９時～１１時役場大会議室火２４日
増岡１時～４時岩井沢１・２９時～１１時役場大会議室水２５日
種沢１時～４時地蔵町９時～１１時役場大会議室木２６日
全地区（割当日に都合がつかない方）１時～３時３０分全地区（割当日に都合がつかない方）９時３０分～１１時アスモ多目的ホール金２７日
綱木箱口１時～３時３０分伊佐領９時３０分～１１時アスモ多目的ホール月３月２日
舟渡１時～３時３０分舟渡９時３０分～１１時アスモ多目的ホール火３日
尻無沢１時～３時３０分今市９時３０分～１１時アスモ多目的ホール水４日
大滝１時～３時３０分古田９時３０分～１１時アスモ多目的ホール木５日
長者原、玉川中里１時～３時３０分小玉川、泉岡９時３０分～１１時梅花皮荘金６日
玉川、玉川新田１時～３時３０分足野水、中田山崎、片貝、市野沢９時３０分～１１時玉川コミュニティーセンター月９日
新股、河原角、上大石沢、下大石沢１時～３時３０分上叶水、下叶水９時３０分～１１時水源の郷交流館火１０日
沼沢１・２１時～３時３０分白子沢、桜沢、間瀬、明沢９時３０分～１１時白沼小中学校水１１日
越長１時～３時３０分六ヶ字９時３０分～１１時越中里公民館木１２日

百子沢、足水中里、樽口９時３０分～１１時足中克雪管理センター金１３日
五味沢１時～３時３０分三ヶ字、石滝９時３０分～１１時りふれ月１６日

平成21年度分町県民税　申告相談受付日程
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

２月９日（月）～
３月１６日（月）

※昨年とは違う日程になっておりますので、ご注意ください。
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た く や  

あけぼの 塚　原　拓　哉 
雅　哉 
幸　子 

人口のうごき 

増 岡  

　 北 　  

河 原 角  

今 市  

岩 井 沢  

荒 沢  

栄 町  

樋 ノ 沢  

小 玉 川  

小国小坂町 

兵 庫 舘  

折 戸  

岩 井 沢  

岩 井 沢  

木　村　五　郎 

田　口　清次郎 

伊　藤　ハルヨ 

　　野　いえ子 

　　井　ろ　く 

山　口　鉄　巳 

　丹　　六　郎 

齋　藤　　　男 

渡　邊　ヨ　ネ 

伊　藤　公　子 

矢　部　邦　由 

齋　藤　秋　子 

相　馬　冨美子 

　　橋　いわゑ 

　今回は、特別養護老人ホーム「さいわ
い荘」を訪ねました。

　さいわい荘は、昭和５９年に開所して以
来、現在８０人が入所利用しているほか、
ショートステイやデイサービスなども
行っています。
　介護員として働く渡部真弓さん（東原）
は、利用者のかたの食事や入浴の際に、
介助や身の回りのケアを行っています。
「さいわい荘には、中学生の時にボラン
ティアで来たことがあり、それをきっか
けに、福祉の道を選びました。じいちゃ
んっ子、ばあちゃんっ子だったことも影
響しているかもしれません。仕事は、夜
勤もありますし、体力的に大変な面もあ
りますが、笑顔や『ありがとう』の一言
が、うれしくて力になっています」と話
していました。

～さいわい荘～

「
年
を
重
ね
て
、い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し

て
き
た
お
年
寄
り
と
の
会
話
が
、
と
て

も
楽
し
い
」
と
語
る
渡
部
さ
ん

　

日
本
時
間
の
一
月
二
十
一

日
、
米
国
史
上
初
め
て
の
ア

フ
リ
カ
系
大
統
領
と
し
て
、

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。
渦
巻
く
大
勢
の

観
衆
と
と
も
に
、
そ
の
一
瞬

を
か
み
し
め
る
よ
う
に
涙
ぐ
む
年
配

の
か
た
が
た
が
印
象
的
で
、
大
き
な

歴
史
の
変
革
を
迎
え
た
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
日
後
の
二
十
五
日
に
は
、

山
形
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
、
今
後

の
県
政
を
担
う
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
が

誕
生
し
ま
し
た
。
舞
台
は
違
い
ま
す

が
、
同
じ
よ
う
に
選
挙
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
両
リ
ー
ダ
ー
。
私
た
ち
も
ま

た
、
新
し
い
責
任
の
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。 

（
片
桐
）
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